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月 5月 6月 7月 8月 9・10月
朝の受け入れで月曜が多 朝の受け入れの時に母親 「いじわる」「ばか」という 集団から離れることが少















集団遊びもやらない。 集団遊び（野菜バスケット） 基本的に外遊びはしないが， クラスのグループ当番を 運動会で自分の出る種目




び 加配保育者と一緒に遠目 学年内で誕生会をやった プールにも入れなかったが、 自分からプール遊びに参 自分から友だちに関わっ
■ で見ている。 時に皆と一緒に食事が食 皆がプールから出た後に 加し、泥んこ遊びをする。 ていこうとしている。
仲 べられなかった。 保育者と一緒に行って、
間 プールの水に触る程度のことはできるようになった。関 話しかけてくれる友だち 友だちとのかかわりが少 手っなぎペアができたこ












生 給食では好き嫌いはないが、 隣のグループでA児が箸席を離れると食べる気に 使えていないと言われて
ならず、自分の場所に戻 いたので、そのことを話活 すまでに時間がかかる。 したら、次の日から自分









母や保育者をたたくこと 気分がいい時はすれ違う 保育者がやってほしいこ 運動会の練習では、「皆と
保 が多い。 先生にキャラクターで呼 とを伝えると「いじわる 同じ場所にいるんだよ」
育 んだり、自分で話しかけ いじわる」と言い、そのこ ということを伝えて、皆












月 11月 12月 1月 2月 3月









保育者のそばから離れて 特定の友だちと関わるこ 正月遊びに興味をもって 雪遊びを楽しみ、そりを














関 友だちと遊ぶ事を楽しめ 集団遊び・ルールのある 参観日への参加について， 休んでいたため一度しか















どこへ行くのか場所を伝 保育者の指示によって、 気に入らないことでも保 欠席のために年長児が使


















月 5月 6月 7月 8月 9・10月
シャープ型のブロックをつなげ 普通のブロック。 部屋ではブロックで遊び ブロック遊び ドミノづくり
て遊ぶと、保育者と一緒に遊ぶこ
とができた。











る A児がマリオ役、保育者がピーチ マリオカートごっこ。 かかわりが多いお友だち
遊 役になると、マリオゲームができ
び た。


































































特定の友だちはいないが、自分の お友だちと接してないの いない 遊ばないのでない 遊ばないのでない









月 11月 12月 1月 2月 3月
プロツク遊び プロツク遊び ブロック遊び ブロック ブロック














KKちゃん…昨年同じクラKK児 KK児 KK児・・面倒をみてくれたり、 KK児






























同じグループのM君（昨年同 いない いない MS児…　注意をしょうと MS児…注意をしょうと









5月 6月 7月 8月 9・10月
A君の好きな遊びを広げ、A 公開保育があり、当日の姿夏なので夏ならではの泥ん 運動会への参加をしてほし 遊びとなると一人で遊んだ
君の遊びの中に友達が入る は予想できないが設定保育 こ遊びやプール遊びをして い。 りすることの方が多いので、友
ことができるようにしたい。 の活動は、楽しめている。当 ほしい。 だちとかかわりが広がって
更に保育者が積極的に友だ 日は活動を楽しんでほしい。 行けたらいいと思う。
ちと関われるようにする。






11月 12月 1月 2月 3月
友だちとのかかわりを深め
ﾄいく。
集団遊びへの参加 大きくなったお祝いの参加。 大きくなあれ
今は決まった友だちとしか
ﾖわっていないので広げて
｢く。
ルールのある遊びへの参加
参観日に発表ができたので、
ｻのことで得たことで自信
?揩ﾁてチャレンジしてほ
ｵい。
年長に向けて、気持ちを高
ﾟていく。
ふらふらせずに全体の中で
bが聞けるように指示が通
驍謔､にしたい。
5．全体の考察
　本研究で対象となった加配保育士は、就職し2年
目がたち、子どもの様子を理解し、園での保育内容
も分かり、自分なりに工夫しながら保育を行ってい
ることが今回の研究の記録の中から伺えた。これは
養成校で実習のときやレポート作成などで、記録の
仕方を学んだことを活かしていると言えるであろう。
　この加配保育士は、A児を担当する保育士である。
しかし、加配保育士は、A児との関わりを中心とは
しているものの、A児のことだけを考えて保育を行
っているわけではなかった。A児が所属しているク
ラス全体の動きを踏まえながら、A児の保育を行っ
ていると思われた。A児に対する保育内容を見ると、
園の行事やクラスの活動をべ一スにして、それに添
うことで保育を進めているようである。例えば、プ
ール遊び、運動会、お別れ会、研究保育、集団遊びと
いうような、クラスもしくは園全体の活動にA児を
どう関わらせていくかということを常に頭におい
て保育を行っていることが伺えた。このような保育
内容が設定されていることで、加配保育士にとって
保育の拠り所となり、A児の保育がやり易い面もあ
ったと思われる。
　また、加配保育士は、自閉症児が他のクラスの友
だちと一緒になって、一斉に行なうことができると
思っているように考えていることが分かった。そし
て、自閉症の特徴である皆と一緒にいることを好ま
ず、情緒の安定がないように行動するため、どう支
援すればそのような症状が改善できるのか考えて
いる。
　このことは、この加配保育士がA児に対して願っ
ていることにも現れている。加配保育士は、一貫し
て友達と楽しく遊んでほしいことと、皆と同じこと
をするようになってほしいことを願っている。友だ
ちと関わってほしいという加配保育士の願いは、1
対1で関わってきた成果の反映なのかもしれない。
このことがA児の心の拠り所となり、徐々にではあ
るが、友だちの中に入っていけるようになっている。
　加配保育士は、A児の様子をよく観て記録されて
おり、自閉症の症状を気になる項目としてあげてい
る。また、加配保育者はA児の気分によって行動し
ている時はいいが、集団活動などの活動になると関
わることができないことを気にしている。幼児の時
にはいいが、将来に向けて生きていくのに困るので
はないかと、考えているのである。
　このことは自閉症の症状であることを課題にし
ていれば、繰り返し加配保育士との構築を更に続け
たり、A児のできる遊びを積極的に促していくこと
をする必要があるが、実際に保育を行っている内容
を見ると、どちらかといえば保育園やクラスの保育
の流れに沿うことを中心に考えているようである。
来月に向けての加配保育士の願いにおいても、例え
ば「公開保育があるのでその時の活動自体は、楽し
むことができるので楽しんでほしい。」（Table　5．参
照）と保育園の活動に向けて合わせて保育をしよう
としている。この保育士は公開保育がA児が所属す
るクラスにおいて、特別な保育の日であることを自
覚しているのだ。その活動の中で、A児は公開保育
の時は他児と同じような活動はできないし、友だち
との関わりもできないことが予想されるが、この中
でA児なりにこの活動の遊びはできることを把握
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しているので、この環境の申で遊んでほしいと考え
ていることが伺えた。つまり、加配保育者は、A児が
自分でできる活動の範囲なら健常児と同じように
することができるので、A児がともに活動すること
に願いをあて、保育に当たろうとしているようであ
る。
　以上のことからすると、この加配保育士は、A児
が自閉症という障害を持っていることや、自閉症の
特徴を把握している。養成校でも、障害児保育の教
科は学んでいるので自閉症の特徴は理解しているし、
その関わり方なども理解しているはずである。
　それにもかかわらず、11ヶ月間で加配保育士が
一番に行なったことは、前述の通り、A児との人間
関係を構築することであった。その構築の仕方は、
A児のやっていることを認めて、一緒に遊んだこと
である。加配保育士の願いも、他児との関わりに関
することが毎月のように挙げられている。
　アスペルガーとカナーは自閉症の最大の特徴の
一っに「人との相互作用の乏しさ」3）をあげており、
保育士の願いや思いを理解することは難しいと言
える。そのことを，この加配保育士も理解している
はずである。自閉症児に対するよりよい保育を提供
するためには、自閉症についての知識や、自閉症児
ということを考慮した支援をしていくことが必要
であると思われる。
　しかし、加配保育士は自閉症の特徴について考慮
した保育を行っているわけではない。担当する子ど
もに障害があったとすれば、その障害の特徴を理解
して支援に当たることが得策のように思われる。加
配保育士はA児が自閉症と診断されていても、特別
の保育を行ってないことからすると、A児付きの保
育士としての役割を果たしているのかもしれない。
言い換えれば、この加配保育士の関わりは子どもが
自閉症と判断されていても、健常児の関わりと同じ
ように関わろうとしているように見える。もしかし
たら、養成校を卒業したばかりの2年目の加配保育
士には、そこまで保育の中へ取り入れて支援するこ
とは無理なのかもしれない。日々体当たりで一生懸
命にA児と関わり保育してきた様子がうかがえる。
　ウタによれば、「自閉症児に適用できる最良の教
育や養育の方法を継続していくことこそ、今なお信
頼を置ける考え方」4）であるが、A児のみでは他児
に関わることが難しくても、保育士が他児と関わる
場面を設定したり、他児の方からの働きかけを繰り
返し行う中で、保育園生活を送りながら、そして遊
びながら成長発達してきたことが伺えた。この加配
保育士の保育は、自閉症児Aに対する保育を中心に
考えているわけではないが，A児は1年を通じて成
長発達が見られていると思われる。
　保育は保育をする保育士と、その支援を受ける子
どもがいて初めて成り立つものである。その両者の
人間関係が構築されていく過程の中で、保育は明確
になっていくのだと思う。その意味において、2年目
の加配保育士の体当たりで子どもに向かっていく
思いが子どもの心を動かし、その結果A児は成長発
達できたのだと言えよう。
　これらのことから、加配保育士の関わりは子ども
が自閉症と診断されていても、健常児の関わりと同
じように関わろうとしていることが分かった。っま
り、自閉症だからといって特別な関わり方があるこ
とを自覚しているわけでもなく、担当した子どもが
自閉症を持っていたに過ぎないという関わりであ
ったように思われる。それでも、加配保育士の目か
ら見れば、A児の成長発達は見られている。そのこ
とから考えれば、本研究で対象とした2年目の保育
士は、人間関係を構築する保育を行っていると言え
るだろう。
6．今後の課題
　保育士2年目の保育士が障害児の加配保育士と
なり、保育実践を通して、どのような個別支援がで
きていたのか考えてきたが、今後はさらにSD法と
社会的コンピテンス尺度を用い、A児の特徴とクラ
スの中での様子を評定し明確にしたい。
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